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南山大学法学部は， 1977年4月1日に発足して以来，本年3月31日を
もって満 30年を迎えました。「一世代 30年」という表現がありますが，確
かに，初期の法学部で学ばれた卒業生のお子さんが，本学部へ通うような年
頃になっています。「名古屋キャンパスの末っ子たる法学部が，いつの間に
…・・」といった印象弘卒業生を含め多くの方々がお持ちになるかもしれま
せん。
かつての社会科学部を経済学部と経営学部に発展，改組した南山大学が，
法学部の設置を構想したのは，総合大学を目指す上で，ある意味当然だった
といえましょう。しかも， 1学年 200名という私大法学部としては極めて小
規模の学部は，それまでの南山大学の少人数教育の特色を受け継ぎ，地域か
らも大いに期待された存在だったと思われます。「法学部設置認可申議書」
や『南山法学』創刊号の文面からは，当時の先生方や事務職員の方々の熱意
を十分感じることができ，また，そのご努力のあとも偲ばれます。
こうした先人たちのご苦労の上に今日の法学部があるわけですが，間くと
ころによれば，当初は，学内的には「やんちゃな末っ子学部」といったイ
メージが強かったようです。私自身は， 15年前に本学に赴任してきたので
すが，赴任当初は，そうした学内の雰囲気を一部感じることもありました。
その後，若手・中堅クラスの教員補充が比較的順調に進み， そして大学業務
も学部として積極的に担うようになり， Iやんちゃ」イメージから，いささか
手前みそではありますが， Iしっかり者の法学部Jになっていったように思
われます。法学部学生の評儒も，この時期，学内的に高まっていきました。
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そうした学部の変化は卒業生の動向にも反映し，例えば!日司法試験合格者
数についていえば，卒業生を送り出すようになってから約 15年間で5名ほ
どの合格者だったものが， 1999年から 2006年の 8年間で 19名の合格者を
数えるに至っています(大学院出身者 2名を含む。なお，昨年度から始まった新司法
試験では，本学法科大学院修了者 10名中 5名が合格している)。
専任教員 14名(1設援認可申請書jによる。『南山法学』創刊号では，一般教育担当
者も合めて法学部スタップ 19名と紹介されている)でスタートした本学部は， 30 
年後の本年度においても専任教員 16名で運営されています(法科大学院専任
教員で，学部専任とも認められる，いわゆるダブノレカクントの教員4名を含む)。相変
わらず規模の小さな学部です。とはいえ， 2004年度からは本学にも法科大
学院が設けられ，そこには上記夕、ブ、ノレカワント教員を含め 16名の専任教員
が所属しています。しかも，法科大学院を設置する傑には，法学部も法科大
学院も両組織の専任教員が全員一丸となって支えあっていくことが確認され
ています。全国的には既存の法学部と新規の法科大学院が学内的に対立する
大学が少なくない中で， このチームワークの良さは，本学の特長の一つにも
なっています。いずれにしましでも，法科大学院の設置により，本学の法学
専門教員の数は大きく増えることになりました。
日本の大学は，今日，大学会入時代を迎えて，大変厳しい局面に立たされ
ています。われわれとしては， これまで培ってきた本学部の特色・長所在?
しっかり維持しつつ，法科大学院とも協調しながら，さらなる飛躍，展開を
囲っていきたいと考えています。 5年ほど前から韓国の韓南大学校法科大学
(韓国では，法学部を法科大学といいます) と学部 Vベノレの交流を様々な形
で行っています。日韓双方の学生たちに， とてもいい刺激を与えています。
学部レベルでの国際交流というものがあまりなかった本学では，これは新し
い試みのーっといえます。こうしたことも含め，今後も，小所帯ながら，教
育，研究，そして社会貢献のいずれにも積極的な法学部であり続けたいと考
えています。
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